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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書の締切が過ぎましたが、遅くなる方は鳥谷部まで報告する。
※前回の疾患別診療計画書を未提出の方は鳥谷部に提出する。

・2月中の評価：転倒転落アセスメントシート、LASMI、AUDIT、HDS-R
＜避難訓練の振り返り＞
・昨年度同様に、訓練実施前に役割分担を決めずに実際に即した形での避難訓練実施としている。今回はスタッフ６名と少ない状況であったが、以前に比べ、各スタッフの意識変容があったように思う。訓練前に避難における全工程を把握しようとする動きや、当日の声掛けでの情報共有、報告・連絡・相談の確実な実施がなされており、より確実でより無駄のない避難が出来ている。また、第1回に行った避難訓練の際に消防への連絡に時間を要してしまったが、今回は慌てず行う事ができ、その後の避難誘導や区画形成にスムーズに移行できた事が挙げられる。新人職員においても前回の避難訓練を経験している事や事前の行動訓練により慌てずに行動できた事も事故なく安全に行う事ができたポイントだと考えられる。

　今回の反省点としては、出火場所が2階であったことから館内放送を行う1階まで、出火場所や初期消火失敗の報告に職員が階段を使用しやや時間を要した事があげられる。今後スムーズに情報が伝達出来るように館内電話の利用等を想定した練習等も行っていく必要性があると考えられる。また、デイナイト利用者様の高齢化により階段の昇降に掛かる時間や転倒のリスク等も上がっていくと考えられるため、日常的に階段昇降が安全かつスムーズに行える様に練習を取り入れていく必要があると考えられる。

　次回、実施時には今回上手くできていた点を継続しつつ、より迅速な避難が出来るように、平時からの準備に努めたい。
＜研修案内＞

日時：2月26日（水）16：30～17：00

場所：2階　会議室

対象：全職員

テーマ：「認知症の対応について」

 講師：金谷NS・国光NS
＜利用者様情報＞

デイケア
・根地戸　恵様　～様々な利用者様とハイタッチしたりと普段よりやや気分の高い様子がある。特定利用者（寺沢彩様）を気にした発言が多く「今日来るの？嫌なんだけど。」とスタッフに話し掛けがあり、自分から積極的に交流を持たなくても大丈夫と伝えている。
・倉橋　生子様　～朝の送迎時に同グループホームの特定入居者様とトラブルになったと話している。詳細を確認すると時間前に洗濯を始めたりする為、声を掛けたら喧嘩になり、施設長に退去するように言われたとの事。直接言わずに、グループホームの世話人へ伝える様に助言するが、「いつも自分ばかり悪く言うんだよ。」と被害的な様子がある。作業療法時にスタッフの対応が少し遅れると、遠くから呼名し「早くしてよ。」と怒鳴ることがある。

デイナイトケア

・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供あり。昨日夕食は、主食、主菜どちらも1/2のみの摂取であり、食器内に口腔内の残渣物を吐き出す行為も見られ、スタッフの声掛けを要していたとのこと。また、20時の嗜好品の際には、自分から嗜好品を要求していたが、摂取しながら床に眠ってしまうことがあり半分程度残していたとのこと。デイナイトケアでは、来所時の日課を終えると着席しすぐに居眠りをしている。また、午前中の作業療法前はテーブルに伏して熟睡している。食事中居眠りをし、残食することも目立っているため、午前の作業療法は欠席とし様子を見ている。昼食は、主食を数口摂取するも、直後に茶碗に吐き出しており、殆ど残食している。
・古舘　ヨリ様　～青風荘より情報提供あり。昨日20時の嗜好品では、決められた量を摂取した後に、再度スタッフへ近づき「りんごも食べたい」と話していたとのこと。スタッフが決められた範囲内でした摂取出来ないことや、祝日プログラムにて会食を行ったことを伝えるが、「いいから食べたい」と表情険しく発言していた様子。繰り返し説明することで渋々了承し、その場を離れていたとのこと。以前より、スタッフを変えては繰り返し要求する行為は見られているため、統一した関わり方で介入していく。
・袴田　淑子様　～青風荘より情報提供あり。先日、義歯を作成したが、着用すると疼痛を訴えることが多く、着用を拒否しているとのこと。特に食事の際には、疼痛が増強するため、摂取時は外すようにし、余暇時間中に着用し慣れてもらう様にしていくとのこと。そのため、青風荘、青陽館ともに義歯はスタッフ管理とし着用を都度促していくようにする。11時頃、作業療法開始時に昼食までの義歯着用を促すが、頑なに拒否している。
・津嶋　イチ子様～来所時の検温では、36.2℃と平熱よりやや高めである。ミーティングや余暇時では殆ど発言することなく居眠りをしている。レクダンスでは、1曲踊り終えるごとに床に座って休息しており疲労を訴えている。普段より表情険しく発言数も少ないため、体調を問うと「疲れました。眠いです」と話している。レクダンス後に再度検温を行い、35.4℃と平熱であり、プログラムに参加し様子を見るよう促している。作業療法では、時間いっぱい塗り絵に取り組んでいる。
・奥山　以依子様～11時頃、スタッフへ近づき「コロナウイルスの手洗いって石鹸使いますか」と質問している。石鹸の使用を促すと「石鹸を使うと手荒れが進んでダメだと思うんです」と返答し、私物のハンドクリームを使用することを伝えると了承している。その後、すぐに洗面台の方へ行き、30分程度手を洗う行為が見られており、スタッフ介入している。声をかけると「コロナウイルスにならないためです」と話しており、1度に30分かける必要性は低いことを説明すると渋々納得しており、作業療法に遅れて参加している。

ショートケア

・特記無し
